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知事メッセージ 【担当】企画調整部（復興・総合計画課）
知事メッセージの作成（部長、政策監、課長より）
〇３．１１知事メッセージと同時期に発行するため、
内容に齟齬が無いようにしたほうがいい。
（知事は一人なので、同じような内容でもいいのでは）

〇総合計画の説明は省略する。
（堅苦しくて、見てもらえなくなってしまう）

〇アニュアルレポートを作った趣旨は、
あえて知事に言ってもらう必要はないと思う。

〇文字数は短くていいだろう。

や

す

お

さしさ、

こやかさ、

いしさあふれる
ふくしまを共に創り、つなぐ

基本目標

＜ボツ＞
〇 福島県総合計画は、子どもから大人まで幅広い年代の皆さんと対話を進めながら、ふくしまの３０年先の未来を思い描きつつ、１０年程度先（２０３０年）をイメージし、みんなで創り上げた
い「ふくしまの将来の姿」をまとめた「県民みんなの計画」です。

〇 基本目標の「やさしさ、すこやかさ、おいしさあふれる ふくしまを共に創り、つなぐ」には、世代を超え、持続可能な将来の実現に向けて、県民の皆さんと共有したい思いを込めました。

〇 東日本大震災と原子力災害から１５年が経過し、県民の皆さんの懸命な御努力と、国内外からの温かい御支援により、福島の復興は着実に前進してきましたが、避難地域の復興・再生や廃炉と
汚染水・処理水対策、風評と風化の問題など、いまだ多くの困難な課題を抱えています。

また、急激な人口減少や頻発化・激甚化する自然災害、地球温暖化、物価高騰など、本県を取り巻く環境は、目まぐるしく変化しています。

〇 こうした状況の中、総合計画に描いた「ふくしまの将来の姿」を実現するためには、県民の皆さんの「共感」を高め、福島に心を寄せてくださる多くの皆さんとの「御縁」を深めながら、取組
を一つ一つ積み重ねていくことが何より重要です。

〇 そして、大切なことは、県政が抱える様々な課題や取組の状況など、最新の情報を広くお伝えし、共感の輪を更に広げ、より多くの県民の皆さんに、県政を「自分事」として捉えていただくこ
とです。

〇 特に今年は、現在の福島県が誕生してから１５０年となる大きな節目を迎えます。
このふくしまの地において、先人たちが、愛し、育み、挑戦を続けてきた足跡に思いを馳せながら、その不屈の精神をしっかりと受け継ぎ、県民の皆さんが幸せを実感できる未来を創り上げな

ければなりません。

〇 ふくしまの豊かな未来の実現に向け、あらゆる主体の皆さんが連携・共創し、共に挑戦を続けてまいりましょう。

た べ い じ ゅ ん
こ

大切にしている言葉

２０２６年は、現在の福島県が誕生してから１５０年という大きな節目を迎えます。
このふくしまの地において、先人たちが、愛し、育み、挑戦を続け、
幾多の困難を乗り越えてきた不屈の精神をしっかりと受け継ぎ、
県民の皆さんが幸せを実感できる未来を創り上げていかなければなりません。

そのために、私自身が大切にしている言葉の１つが「一歩、一歩、前へ」です。
これは、女性初のエベレスト登頂に成功した三春町出身の世界的な登山家であり、

福島県民栄誉賞第一号の田部井淳子さんが遺された言葉です。

田部井さんは、東日本大震災後、病を抱えながらも、高校生たちと富士登山に挑み、
「一歩ずつ前に進めば、必ず頂上にたどり着ける」ことを、私たちに身をもって教えてくださいました。

福島県は、東日本大震災からの復興・再生や
急激な人口減少など、多くの困難を抱えています。

これを乗り越えていくためには、
県民の皆さんお一人お一人に、
県が抱える課題を自分事として捉えていただき、
それぞれが一歩を踏み出し、
それを大きなうねりにしていくことが大切です。

総合計画に描いた「ふくしまの豊かな未来」の
実現に向け、共に挑戦してまいりましょう。 一歩、

一歩、
前へ令和８年３月

福島県知事 内堀 雅雄
（署名清刷）

東日本大震災と原発事故の発生から１５年が経過しました。
この間、県民の皆さんの懸命な御努力と国内外からの温かい御支援により、
福島の復興は着実に前進しています。
県民の皆さん、そして、福島に思いを寄せてくださる全ての皆さん、本当にありがとうございます。

一方で、避難地域の復興・再生を始め、廃炉と汚染水・処理水対策、風評と風化の問題、
さらには、急激に進む人口減少や度重なる自然災害への対応など、
本県はいまだ多くの困難を抱えています。

こうした困難に立ち向かい、挑戦を続けていく上で、私自身が大切にしている言葉があります。
「一歩、一歩、前へ」
これは、女性初のエベレスト登頂に成功した

三春町出身の世界的な登山家であり、

福島県民栄誉賞第一号の田部井淳子さんが遺された言葉です。

総合計画に描いた「ふくしまの将来の姿」を実現するためには、
県民の皆さんお一人お一人に、その姿を共感していただくとともに、
福島県が抱える課題を自分事として捉えていただきながら、
それぞれが「一歩」を踏み出し、その「一歩」を大きなうねりにしていくことが大切です。

今年は、現在の福島県が誕生してから１５０年となる大きな節目の年でもあります。
長い歴史の中で、先人たちから受け継がれてきた不屈の精神、
そして、郷土に対する熱い思いと誇り、「ふくしまプライド。」を胸に、
県民の皆さんが幸せを実感できる未来を創り上げるため、
これからも挑戦を続けていきます。

このアニュアルレポートを通して、復興・創生に向けた私たちの「歩み」と「現在地」を確かめな
がら、
笑顔と希望に満ちあふれる「ふくしまの豊かな未来」を共に創っていきましょう。

「一歩、一歩、前
へ」

※「一歩、一歩、前へ」は知事直筆（色紙）を採用予定



（１）復興・再生

2011年3月11日(金)14時46分に三陸沖で発生した東北地方太平洋沖地震はマグニチュード9.0を記録し、
国内観測史上最大級の地震と津波の被害が発生しました（東日本大震災）。
その後、東京電力福島第一原子力発電所の事故による原子力災害によって、周辺住民が避難を余儀なくされるなど、
本県はこれまで誰も経験したことのない大きな被害を受けました。

１ ふくしまの今

津波が襲った直後の
東京電力福島第一原子力発電所

（写真提供：東京電力ホールディングス）

[東日本大震災の被害概要]

◆死者：4,１81人

うち震災関連死：2,350人
(2026年2月1日現在）

◆家屋被害：全半壊102,955棟
(2026年2月1日現在）

◆公共施設被害：約6,294億円
(2012年3月23日現在）

＜震度分布図＞

震度６強

震度６弱

震度５強

震度４以下
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[原子力災害の被害概要]

◆避難指示等区域：約1,600㎢（県土の約12％）

(2011年4月22日時点）

◆避難者数：164,865人
（県内避難102,827人、
県外避難 62,038人）

(2012年5月時点）

須賀川市八幡町

白河市葉ノ木平

相馬市松川浦

【担当】危機管理部、避難地域復興局
ふくしま復興のあゆみ、復興・再生のあゆみ等の
既存資料から引用していますが、内容に誤り等がないか、
古いデータが記載されていないか等を確認願います。

3/2坂本さんより
・震災の被害概要の更新予定

←「総合計画出前講座の資料」より
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東日本大震災と原発事故から15年が経過しましたが、県民の皆さんの懸命な努力と、国内外からの温かいご支援
によって、福島の復興は着実に前進しています。
一方で、いまだ避難指示が継続している区域が存在しているとともに、約２万３千人の（2026年2月現在）の
県民の皆さんが避難生活を続けておられ、避難者等の生活再建など本県特有の課題が山積しています。

１ ふくしまの今

①避難地域と避難者数の推移

県土に占める避難指示等区域の面積は、震災当初の
約12%から2.2%（2025年12月現在）に縮小しました。
※帰還困難区域は、南相馬市、富岡町、大熊町、

双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村の７市町村の
一部に設定され、避難指示が継続しています。

避難者数は2012年5月の約16万人をピークに減少して
いるものの、いまだ約２万３千人が県内外で避難生活
を余儀なくされています（2026年2月現在）。

2026年度からの第３期復興・創生期間は、
帰還意向のある全ての住民が早期に帰還できるよう、
除染や生活環境の整備等に引き続き取り組んでいきます。

②避難者等の生活再建

避難指示等が解除された地域では、
住宅や商業施設、医療・介護などの
生活環境づくりに取り組んでいます。

【担当】避難地域復興局、危機管理部、土木部、保健福祉部、教育庁
ふくしま復興のあゆみ、復興・再生のあゆみ等の
既存資料から引用していますが、内容に誤り等がないか、
古いデータが記載されていないか等を確認願います。

3/2坂本さんより
・避難者数、公営住宅を更新予定

南相馬市：南町団地

←「復興・再生のあゆみ」より

←「復興・再生のあゆみ」より

本部会議の日程が変更となる場
合は、日付を修正します



１ ふくしまの今

③復興を支えるインフラ等の環境整備

東日本大震災に係る県の公共土木施設の災害復旧工事
は全て完了しました（2026年３月現在）。

2025年８月の「小名浜道路（いわき市）」の開通に
より、広域的な交流や物流の活性化が期待されます。

④新産業の創出・地域産業の再生

復興理念（原子力に依存しない、安全・安心で持続的
に発展可能な社会づくり）と再エネ推進ビジョンの下、
再生可能エネルギー先駆けの地を目指し、
様々な取組が進んでいます。

東日本大震災・原子力災害によって失われた浜通り
地域等の産業を回復するため、福島イノベーション・
コースト構想では６つの重点分野の拠点整備を含めた
主要プロジェクトの具体化が進んでいます。

また、本構想を更に発展させ、福島に立地している
研究施設等の取組に横串を刺す司令塔（中核的な拠点）
として、国が2023年４月１日に福島国際研究教育機構
（F-REI、エフレイ)を設立しました。

福島イノベーション・コースト構想の６つの重点分野

再生可能エネルギー推進の取組

【担当】土木部、商工労働部、企画調整部（エネルギー課、イノベ課）
ふくしま復興のあゆみ、復興・再生のあゆみ等の
既存資料から引用していますが、内容に誤り等がないか、
古いデータが記載されていないか等を確認願います。

2/26 土木企画課より
・３月中旬に完了するので、
100%に修正する。（時点も記載する）
・公共土木工事の分と分かるように記載する。
（農業の災害復旧工事は完了していないため。）
（復興のあゆみでも同じように記載している。）

小名浜道路（2025年8月7日開通）

←「復興・再生のあゆみ」より

←「復興・再生のあゆみ」より

4



１ ふくしまの今

5

【担当】危機管理部
ふくしま復興のあゆみ、復興・再生のあゆみ等の
既存資料から引用していますが、内容に誤り等がないか、
古いデータが記載されていないか等を確認願います。⑤東京電力福島第一原子力発電所と

第二原子力発電所の廃炉に向けた取組

廃炉に向けた取組が、県民や国民の理解の下、
中長期ロードマップに基づき、安全かつ着実に
進められることが福島復興の大前提です。
長期にわたる取組の進捗状況や今後の作業等について、
正確な情報を県民目線で分かりやすく発信し続けていく
必要があります。

原発構内に保管されているＡＬＰＳ処理水の海洋放出を
安全かつ確実に実行するとともに、科学的な事実に基づ
く情報を発信するなど、国内外の理解醸成に向けた取組
が必要です。

原発の使用済燃料や燃料デブリを含む放射性廃棄物につ
いては、原子力政策を推進してきた国の責任において、
保管方法や県外での適切な処分方法の議論を進める必要
があります。

廃炉作業は長期にわたる前例のない困難な取組です。
国及び東京電力の責任の下、安全を最優先に、
着実に廃炉作業を前に進め、
中間貯蔵開始後30年以内（2045年３月まで）の
除去土壌等の県外最終処分が必ず実現されなければ
なりません。

生活環境部から以下のとおり修正があったため、反映しました。

⑤東京電力福島第一原子力発電所と
第二原子力発電所の廃炉に向けた取組

廃炉に向けた取組が、県民や国民の理解の下、
安全かつ着実に進められることは福島県復興の大前提です。
30～40年かかるとされる廃炉に向け、国内外に正確な
情報の発信を継続していく必要があります。

原発構内に保管される処理水の海洋放出の安全を確保
するとともに、国内外の理解醸成が必要です。

中間貯蔵開始後30年以内の除去土壌等の県外最終処分も
国の責務として進められる必要があります。

廃炉作業にはまだまだ長い時間がかかることを
忘れてはなりません。

また、中間貯蔵開始後30年以内（2045年３月まで）の除去土
壌等の県外最終処分が必ず実現されなければなりません。

←「復興・再生のあゆみ」より



１ ふくしまの今

⑥風評払拭・風化防止対策の強化

輸入規制を行っている国・地域の数は、原発事故直後の
55から５まで減少しました（2025年11月現在）。
農産物の輸出量は増加しているものの、県産品と全国平均
との価格差が震災前の水準に戻らないまま固定化している
品目もあります。

外国人延べ宿泊者数は震災前よりも大きく伸びていますが、
全国と比較すると本県の伸び率は低い状況にあります。

これまでの風評・風化対策の成果は着実に現れている一方で、
現在も根強い風評が残っています。
加えて、震災から15年が経過し、風化の傾向が年々進行
しています。

輸入規制を行っている国・地域の数

5 （2025年11月21日現在）

福島県産食品の広い品目で輸入停止している
国・地域（12→3） 中国、香港、マカオ

福島県産食品の一部を輸入停止している
国・地域（4→2） 韓国、ロシア

検査証明書の添付等により食品の輸入を認めている
国・地域（39→0）

55

主な農産物価格の推移と全国との価格差

【担当】農林水産部、観光交流局、企画調整部（風評・風化戦略室）
ふくしま復興のあゆみ、復興・再生のあゆみ等の
既存資料から引用していますが、内容に誤り等がないか、
古いデータが記載されていないか等を確認願います。

2/27 農林企画課より
・農産物価格の推移と全国との価格差はR8.3月には２０２５年分が出るの
で、グラフを更新する。（復興のあゆみも同じ対応）

・その時に、P23～P25の指標の実績値はR7に更新した方がいいか。

→P23～P25はR6年度の評価なので、R7の実績値に更新する必要はない。

※R8.3月に指標としての公表はしないとのこと。
R8年度に農林の地域別の懇談会が公表の最初のタイミングとのこと。

※新規就農者などもR7の実績値が出ているとのこと。

3/2坂本さんより
・もも、牛肉の価格を更新予定

【出典】東京都中央卸売市場
「市場統計情報」

【出典】農林水産省
「米の相対取引価格」に基づく県推計

【出典】東京都中央卸売市場
「市場統計情報」

26,157

25,179

+1,078

（2024）

←「復興・再生のあゆみ」より

※2024年の全国的な米の価格高騰と同様、県産米の価格も上昇

→坂本さんが農林と調整し、この記載は省略。
（見れば分かるため。また、福島の方が全国よりも上昇幅が大きいため）

6

【出典】東京都中央卸売市場
「市場統計情報」

【出典】農林水産省
「米の相対取引価格」に基づく県推計

【出典】東京都中央卸売市場
「市場統計情報」

3/17宇佐美主幹より
・「米」は全国平均を超えたので、
「固定化している品目もあります」に修正
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～ トピック① ふくしまのこの一年 ～
＜例＞

①第３期復興・創生期間の
財源確保に向けた取組
・R7.6月の復興・創生に向けた要望
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11015a/0706youbou.html

・R7.11月の緊急要望の取組

②原発の廃炉に向けた取組
・ALPS処理水の海洋放出に関する
国内外への正確な情報発信の取組

→「廃炉を知る」による情報発信

復興・再生に向けた取組

第３期復興・創生期間以降における復興の
更なる加速化に向けた国への提案・要望

原発の廃炉に向けた取組

【担当】企画調整部（企画調整課）
①写真・図表を提供願います。
②説明文を簡潔に記載願います。
（目安は５０字以内）

【担当】危機管理部
①適当な写真・図表があれば差替
願います。

②説明文を簡潔に記載願います。
（目安は５０字以内）

3/2 本部ライン 伊藤さん
・3/29に法定協があり、そこで要望
が確定（？）する。
・国の財源確保も年度末ギリギリに
なると思うので、その部分は書き込
めない。
（3/23本部会議の段階で書ける内容
だけ記載する。それでも十分だとは
思うので）

これまでの本県の要望を踏まえた形で、
第２期を大きく上回る財源が確保されるとともに、
国の令和８年度予算案や、
福島特措法に基づく課税の特例措置の延長・拡充案
が閣議決定されました。

省庁への緊急要望
（2025年11月13日,18日）

原子力災害からの福島復興再生協議会
における要望（2025年8月28日）

＜危機管理部＞修正願います

●「廃炉に向けた取組」について、取組例を記載するなど、
もう少し具体的に記載願います。

●情報発信はこれから初めて「行う」わけではないため、
「行いました」「これからも行っていきます、強化していきます」

など
文言を修正願います。
（他部局の記載も参考にしながら修正願います）

→3/12修正済

福島第一原発では、使用済燃料の取り出しや、燃料
デブリの本格的な取り出しに向けた取組などが進め
られています。
県では、今後も、廃炉の状況や、県の安全監視の取
組等を県民に分かりやすく情報発信していきます。

＜情報発信の取組例＞
●広報紙「廃炉を知る」の発行
●県ＨＰや情報誌への掲載



～ トピック① ふくしまのこの一年 ～ ＜例＞

③生活環境の整備の取組
・双葉町

商業施設 イオン
のオープン（2025年8月）

・田村市
複合商業施設 コ・ラッシェ都路
のオープン（2025年12月）

   （田村市は他にもいろいろ進んで
きているので、双葉町のイオンを
優先して記載する）

④避難地域の営農再開に向けた取組
・県農業短大アグリカレッジ福島の

アグリ研求棟
での担い手確保の取組
（2025年４月共用開始）

・台湾の輸入規制撤廃に
より、輸入規制を行う
国・地域が６から５に
減少（20025年11月）

復興・再生に向けた取組

生活環境の整備の取組 生業の再生に向けた取組

避難指示解除の進展等による帰還者や
移住者の増加に伴い、避難地域において
生活環境の整備が進んでいます。

【担当】避難地域復興局
①適当な写真があれば差替願います。
②説明文を簡潔に記載願います。
（目安は５０字以内）

高い技術力を備えた農業の担い手育成のため、
新たにスマート農業の研修等を行う施設の
供用を開始しました。

【担当】農林水産部
避難地域の営農再開に向けた取組（アグリ
カレッジ福島アグリ研究棟の共用開始）など
の掲載を想定していますので、
①写真等を提供願います。
②説明文を簡潔に記載願います。
（目安は５０字以内）

2/26 農林企画課より
・生業の再生に向けた取組をピック
アップした理由を教えてほしい。担当
課に聞かれるかもしれないため。商業施設の整備【双葉町】

（2025年8月）
アグリカレッジ福島 アグリ探求棟の供用開始【矢吹町】

（2025年4月）

8
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～ トピック① ふくしまのこの一年 ～

「ふくしまの酒」は令和６酒造年度
全国新酒鑑評会で３年ぶりに
金賞受賞数日本一を奪還しました！

県内には50を超える蔵元があり、
地域ごとに異なる味わいと香りを
楽しめるのが大きな魅力です。

風評払拭、県産品のブランド力向上、販売を促進するため、農産物を始めとする県産品、観光サービスなど、
本県で生まれ、つくられ、その価値を誇るものを「ふくしまプライド。」として国内外に発信しています。

＜ふくしまプライド。公式サイト＞
https://fukushima-pride.com/

風評払拭に向けた取組
←2/5 県産品振興課と調整し、案を作成。

←2/5 農産物流通課と調整し、案を作成。

米 肉 常磐もの 野菜 果物

【担当】観光交流局
①写真、②説明文などを確認し、
追加等があれば修正願います。

【担当】農林水産部
①写真、②説明文などを確認し、
追加等があれば修正願います。

ふくしまには日本酒以外にも美味しいものがまだまだいっぱい！

全国新酒鑑評会で「ふくしまの酒」が日本一を獲得！

https://fukushima-pride.com/
https://fukushima-pride.com/
https://fukushima-pride.com/


１ ふくしまの今

（２）地方創生

福島県の人口は、2025年現在で約172万人となり、1998年をピークに減少が続いています。
人口が減少することによって、学校や地域コミュニティの維持が難しくなったり、医療・介護などの社会保障や、
様々な分野で従来のサービスや負担の水準維持が困難となるおそれがあるため、新たな福島県人口ビジョン及び
ふくしま創生総合戦略に基づきながら、官民共創による人口減少対策を進めています。

①福島県の総人口の推移

自然動態と社会動態のいずれも減少傾向が
続いています。

＜自然動態＞
・2024年の出生数は過去最少の8,216人
・過去最大となる19,121人の自然減

＜社会動態＞
・2024年は6,683人の社会減で
全国ワースト５位

進学期・就職期にあたる20～24歳の若者層の
転出が顕著であり、特に女性は男性の1.2倍の
転出超過となっています。

県内若者層の男女比の不均衡は、
出会いの減少、
ひいては婚姻件数の減少、
出生数減少にもつながると考えられ、
社会動態と自然動態が相互に影響しながら
人口減少が加速していることが示唆されて
います。

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）

3/9 丹治さんより
・以前、課長と打合せしたとおり、

総人口は2025年、
自然動態と社会動態は自然動態が2025年の数値を出せないことから
2024年時点で整理…というまま変えていません。

10



（※）総合計画策定時の「県民の希望出生率2.11」を改め、
2040年に「合計特殊出生率が県民の希望出生率である1.51」となるよう実現を目指します。

●人口目標が達成されたとしても、今後も人口減少は長期間にわたって
続いていきます。

●自然減対策と社会減対策を両輪として、人口減少のスピードを緩和しながら、
人手不足が見込まれる教育、医療、産業など様々な分野において
ＡＩ導入等のデジタル技術の活用による業務効率化・生産性向上、
地域資源を活用した高付加価値型の産業・事業の創出など、
人口規模が縮小する中でも経済が成長し、社会を機能させていくための
取組をあらゆる主体が連携しながら進めていく必要があります。

人口の自然減と社会減への対策を
両面で進め、2040年に福島県総人口
150万人程度の維持を目指します。

③人口減少への適応の必要性

人口減少が続く中でも、
社会を機能させ、
魅力ある地域となるため、
官民一体で取組を進めます。

②福島県人口ビジョン

１ ふくしまの今
【担当】企画調整部（復興・総合計画課）

婚姻件数を修正しました。
（5,494件→5,495件）

11



１ ふくしまの今

④県内７つの地域における地方創生
本県は、全国第３位の広大な県土や、首都圏に隣接する地理的優位性のほか、多様な気候風土、伝統文化、歴史などが
息づいており、それぞれの地域特性をいかしながら、県北、県中、県南、会津、南会津、相双、いわきの７つの地域で
地域づくりを推進しています。

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）

12



～ トピック② ふくしまのこの一年 ～

企業訪問

ワークショップ

2025年７月16日、県では、人口減少への危機感を共有し、
オール福島で「連携・共創」し人口減少対策に取り組むため、
あらゆる主体の連携基盤として「ふくしま共創チーム」を
設立しました。

９月から県内３地域(浜通り・中通り・会津)で、
学生や企業・団体、市町村で構成する
「ワーキングチーム」の活動を実施。
企業訪問やワークショップを通じて、
「若者の視点」で本県の人口減少対策に必要なことを議論
していただきました。

2026年２月に開催した活動報告会では、
学生の皆さんがワーキングチームの議論を踏まえた
意見を発表しました。

県では、チームの意見を積極的に事業に取り入れています。
今後もチームの輪を広げ、若者の意見を大切にしながら、
ふくしまの未来をあらゆる主体の皆さんと共に考え、
挑戦していきます。

キックオフミーティング

働きたい
住み続けたい福島に
していくために
大切なことは？

普段見られない
他社の取組や

組織としての考え方が
議論のヒントに！

若者の意見を踏まえた人口減少対策

ふくしま共創チームの活動が始まりました

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）

2025年度の活動内容や
活動報告会の詳細はこちら

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11015b/kannminnrenkeikyousou100.html
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ワーキングチームの議論を踏まえた意見・参加した学生の感想 1/19課長より
ネガティブではなく、前向きなメッセージを記載する

～ トピック② ふくしまのこの一年 ～

若者の意見を踏まえた人口減少対策

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）

福島高専
小松 美月さん

進学や就職で県外に流出することを無理に止めるのではな
く、「人の流れを循環させる」という視点が重要だと考えま
した。県外からも地元と継続的に関われるよう、例えば、Ｕ
ターンした若者のロールモデルを積極的に紹介し、「戻る」
という選択肢をより身近なものにすることが必要です。
さらに、若者が安心して挑戦でき、地域全体で応援する環
境を整えることで、ふくしまはより魅力的で選ばれる地域に
なると思います。

意見

企業訪問では地域で挑戦を続ける方々の姿に
触れることができ、ワークショップでは多様な
立場の方々と意見を交わし、価値観や考え方の
違いから多くの気づきを得ることができました。
一年間のワーキングチーム活動を通して、
福島の「しごと、ひと・暮らし・人の流れ」を
一体的に捉える視点の重要性を実感するととも
に、地域の可能性や課題を自分自身の問題とし
て考えるようになりました。

参加した学生の感想

「未来を描く、もっとできる福島」を目標に、３つの視点か
ら考えました。
「制度面」では、制度を実際に使いやすくするために、管理
職が率先して利用したり、業務の分担を見直したりして、心
理的なハードルを下げる必要があると考えました。
「挑戦」では、個人任せにせず組織として挑戦を評価する仕
組みや外部との連携で、成長を実感できる環境を整えること
が大切です。
「地域愛着」では、幼少期から大学まで地域と関わる機会を
増やし、地元で働く将来像を描けるようにすることで、安心
して働き続けられる地域を目指します。

「仕事」「人とのつながり」「住みやすさ」の３つの視点が
居住地を決める大きな理由になると考えました。
「仕事」では、地域や学生と企業が関わるイベントを増やし、
企業を身近に感じることで、そこに働きたいという想いが生
まれます。
「人とのつながり」では、スポーツや趣味のサークルなど、
地域に根ざしたコミュニティを活発にできればそこに居場所
ができ、地域愛着が生まれます。
「住みやすさ」では、特に、会津は車を持ちやすい環境整備
や、雪で止まらないインフラの整備、夕方以降の出歩きやす
さが向上されれば若者も気軽に外出できるようになります。

浜通り（福島高専）

中通り（福島大学）

会津（会津大学）

福島大学
三嶋 恵太朗さん

会津大学
北島 里紗さん

福島で働くことにした理由として「家族」
を挙げる方が思ったよりも多く、大切な人が
いる場所に戻ってきやすい地域にすることが
重要だということを身に染みて感じました。
今回の活動で、学生としての意見を発信す
ることができてうれしかったです。また、県
の政策や県内企業についてより興味を持てた
ため、今後も県政の動向を調べたり、企業と
学生で一緒にイベントを開催したりして、福
島をより良い地域にしていきたいです。

ワークショップを通して、福島で働いて生活する将来像を
初めて具体的に思い描くことができました。福島には、人を
大切にする働き方を実践している企業・団体が多く、働きな
がら成長を続けられると感じました。
また、福島は課題の多い地域というよりも、

関わる人の行動によってより良くしていける
可能性を持つ地域だと感じました。
制度を整えるだけではなく、世代や立場を

越えて意見を共有し、互いに理解し合い、誰
も置いていかない形で進めていくことが大切
です。今後も、この地域の未来づくりに主体
的に関わっていきます。

白文字を見やすくするため、影を設定

（設定の詳細）
●色 ：背景色より濃い色
●ばかし：２ポイント
●距離 ：０ポイント

白文字を見やすくするため、光彩を設定

（設定の詳細）
●色 ：背景色より濃い色
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～ トピック② ふくしまのこの一年 ～

『感働！ふくしま』プロジェクト

県内就職を促進するため、県内企業の魅力や福島で働く魅力を若者に発信するなど、
様々な取組を進めています

ものづくり産業人材の確保

未来の産業人材確保のための
体験プログラム

若者の県内定着・還流の促進

（参考）R7当初予算 480,325千円

①企業情報の発信
・SNS等を活用した県内企業の魅力発信

②体験プログラム事業
・小中学生向け工場見学
・親子職業体験イベント（Out of KidZania）
・親子企業説明会

③ものづくり産業人材の確保
・ものづくり映像制作
・県内製造業の魅力説明会×マッチングイベント
・企業の募集・伴走支援

④若者還流・県内定着の促進
・就活サイトとタイアップした情報発信
・県内企業体験ツアー

←2/5 雇用労政課（商工総務課経由）と調整し、
案を作成。

【担当】商工労働部
令和７年度の「感働！ふくしま」プロジェクトについて
①取組の様子が分かる写真（又は図表）を提供願います。
②写真の説明を記載願います。

3/5 商工総務課 齋藤さんより
・日東紡の写真を使用予定。
（日東紡から、使用はOKだが、公表前に一度見せてほしいと話あ
り。）

デジタル広告動画 Out of KidZania in ふくしま

県内企業体験ツアー

知事と日東紡績(株)若手社員との
トークセッション

ふくしま企業情報の発信
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～ トピック② ふくしまのこの一年 ～

地域の強みを生かした取組

７地方振興局が各地域の課題を踏まえ、その地域ならではの強みを生かし、
市町村や地域の企業等と連携・共創しながら人口減少対策に取り組みました。

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）

県北 県中

相双

県中地域「しごと」×「移住・定
住」推進事業

～県中地域を知って、体験して。県中地域に住んで、働いて。～

企業×学生×地域ときめき出会い創
出事業

～一人ひとり実現する県中地域へ「純樹果敢」～

相双地域の地域資源再発見事業 相双地域人材確保支援事業

『若者・女性に伝わる』企業の魅力
発見・発信事業

“合宿”による若者と地域の
つながりづくり推進事業

南会津「ワカモノ」ピッチ事業
コネクト・みなみあいづ！

プロジェクト

南会ドローン中学校

県南

首都圏からの移住推進＆就職先
マッチング支援事業

しらかわ“ならでは”の「関わり
びと・巡りびと」創出事業

若者のふくしま県北魅力体験事業 県北で進める！働き方改革促進事業

・㈱LOCOと連携し、いわきの企業の
魅力や暮らし・仕事の魅力を発信。

・学生と企業の相互理解を深めるた
めカジュアルトークを実施。

・県北地域の魅力を体験するツ
アーを県内大学生参画のもと
構築・実施。

・体験ツアーの様子をSNSで継続
的に発信。

・働き方改革促進セミナーを実施。
・企業に専門家を派遣し、長期間の
伴走支援を実施。

・伴走支援結果の成果を発信。

会津

人口減少対策事業 会津３Fプロジェクト

・ピッチイベントを開催。若者や
女性が考える人口減少対策等を
採択し事業として実施(只見町
若者交流会、餅つきイベント等)。

・観光をフックとした情報発信を実施。
・ふるさとワーキングホリデーで訪れ
た人々に地域の魅力を体験、地域住
民と交流できるプログラムを提供。

・南会津地域で県がドローン寒冷地フィールドの旧檜沢中学校を
活用したドローンスクールを運営し、操縦士や活用人材を育成。

・大人から子どもまでドローンに触れるイベントを開催。

・旅行商品(広域観光コース)を造
成・販売。

・八十里越開通を契機としたＰＲ
イベントを新潟県等と連携して
実施。

開校式の様子

・相馬野馬追と「信長の野望出陣」
を連携したイベントを開催。

・「自転車やキャンピングカー」
を活用した体験イベントを実施。

・あぶロマ街道沿線地域を紹介する
特集企画を県内メディアで実施。

・大学生の自転車合宿やフラダン
ス・吹奏楽合宿を誘致。

・訪れた大学生等に地域団体や企
業との交流の機会を提供。

・高校教諭と企業の情報交換会を実
施。

・高校生等が企業を取材し、企業の
魅力をSNSで発信。

・短期移住体験プログラムを提供。

高校生による
インタビューの様子

婚活イベントの様子 組木体験交流の様子 デジタルスタンプラリー 働き方改革セミナーの
様子

専門家による伴走支援
の様子

運営サポーターズ
ワークショップの様子

体験ツアーの様子

フラ合宿の様子自転車合宿の様子

短期移住体験
プログラムの様子

安積中高生の
企業見学会の様子

大学生×社会人の
交流授業の様子

信長の野望出陣との
コラボ

ふくしまSHOW あぶくま
ロマンチック街道特集

企業セミナーの様子 企業紹介冊子

ピッチイベントの様子 餅つき交流イベント
(渋谷109)の様子

南会津の季節の魅力を伝えるPR動画 等

高校教諭等と企業の
情報交換会の様子

・安積中高生向けの企業見学会、
大学生×社会人の交流授業を実施。

・固定的性別役割分担意識等への
気付きを促すセミナーを実施。

・出会い創出ツアーを実施。

カフェ
でのお
手伝い
の様子

観光コンテ
ンツのコン
セプト
イメージ

・求人等の発信、マッチング支援
を行う「しらかわ地域に特化し
た転職サイト」の運営に加え、
働き方改革の導入などを支援。

・事業者と地方に興味のある方を結ぶ
プラットフォームの利活用を支援。

・観光客の動態を調査するとともに事
業者のコンテンツ造成を支援。

・管内企業の魅力等を高校生に発信。
・県外大学生等向けに企業とのオン
ライン交流イベントを開催。

・会津地域(南会津含む)での広域婚
活イベントを開催。

・県内大学生向けに相双のしごと
や暮らしを学ぶセミナーや体験
プログラムを実施。

・管内高校生向けに企業の魅力
を紹介する冊子を作成。管内の
高校１、２年生に配布。

ドローンイベントの様子 Liko Iwakiに掲載の動画Liko Iwakiのロゴマーク

いわき県南

南会津

3/9 橋本さんに確認
・文字の色（黒、白）は見やすさを考えて、意図時に分けているとのこ
と。
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（３）横断的な課題

物価高騰や自然災害、デジタル変革など、様々な分野にまたがり、
多様な主体が連携しながら対応していく必要がある新たな課題が次々と発生しています。

１ ふくしまの今

①物価高騰

県民が安心して豊かな生活を送ることができるよう、
生活者や事業者の支援を進めていく必要があります。

写真・図表

（エネルギー価格の
高騰など）

【担当】全部局
物価高騰の現状・課題として、記載すべきものが漏れていないか
確認し、必要に応じて修正願います。

【担当】農林水産部、商工労働部など
写真・図表を提供願います。

（参考）県の取組例

〇食品価格の高騰

・県立学校における給食費負担軽減事業

〇光熱費の高騰

・学校、病院、社会福祉施設等の光熱費の補助

・公共交通機関の維持管理費の補助

・LPガス料金高騰対策事業

〇畜産業の飼育価格高騰

・飼料価格高騰対策事業 R8当初880,912千円）

〇賃上げ

・福島県中小企業賃上げ緊急一時支援事業助成金

（高市政権では、物価上昇を上回る継続的な

賃上げ実現を掲げている）

写真・図表

（賃上げ環境整備など）

（参考）国の物価高騰交付金の構成と合わせ

生活者支援、事業者支援の２本柱とした。

写真・図表

（米や食料品価格高騰
など）
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＜近年の主な状況＞

●生活者への影響

・食料品価格、光熱費等の高騰

米をはじめとする食料品価格の高止まりや、エネルギー価格の変動
による光熱費の負担増が家計を圧迫しており、特に低所得世帯や
子育て世帯などへの影響が懸念されます。

・個人消費の冷え込み

実質賃金の伸び悩みにより個人消費が冷え込み、
特に、小売業、飲食サービス業などへの影響が懸念されます。

●事業者への影響

・中小企業等の賃上げ

人手不足や物価高に伴う賃上げが求められる一方で、

中小企業をはじめ、事業者の賃上げ環境整備が急務となっています。

・エネルギー、資材等の価格高騰

電気・ガス、資材価格等の高騰が産業全体を直撃しており、
適切な価格転嫁の促進や省エネ設備の導入、

ＤＸ等による生産性向上など経営転換が求められています。

＜物価高騰対策の一例＞



１ ふくしまの今

●近年、豪雨や猛暑などが頻発化し、健康や、経済・産業活動などの様々な場面で、
気候変動による大きな影響を受けています。

●そのため、2023年６月に知事を代表とする「ふくしまカーボンニュートラル実現会議」を
設立し、オール福島での取組を推進しています。

●2024年10月には、「福島県二〇五〇年カーボンニュートラルの実現に向けた気候変動対策
の推進に関する条例」を制定し、金融機関等と連携した県内企業の脱炭素化の推進や、
若者と連携・共創した情報発信など様々な取組を進めています。

●また、熱中症対策の１つとして、猛暑の際に県民が休むことができる「ふくしま涼み処」を
公共施設や民間施設の協力のもと2024年度から運用しています。

③地球温暖化対策

省エネの徹底や、
再エネの利用促進、
熱中症対策など適応策の
一層の推進が必要です。

発生日 内容

2023年９月
県内で初めて「線状降水帯」が観測され、浜通りを中心に非常に
激しい豪雨（わずか１日で９月の平均雨量に匹敵する大雨）

2025年２月 会津地方を中心とした豪雪

2025年７月 カムチャツカ半島付近の地震に伴う津波警報

2025年12月
青森県東方沖地震により、初めて「北海道・三陸沖後発地震注意
情報」が発表

＜近年の主な災害＞②頻発化・激甚化する
自然災害への対応

人命の保護が最大限図られ、
被害が最小化するよう
取り組む必要があります。

←2/5 環境共生課と調整して案を作成。

ふくしまカーボンニュートラル
実現会議設立総会 学生による海外での情報発信

【担当】生活環境部
①記載内容の追加・訂正等があれば修正願います。
②熱中症対策の取組の１つとして「涼み処」の記載をご検討願います。

【担当】危機管理部
①記載内容の追加・訂正等があれば修正願います。
②自然災害の様子が分かる写真・図表を提供願います。

令和５年台風13号による内水氾濫
（2023年9月7日～9日）

（太一朗様←危機 遠藤）
・アニュアルレポートなので、あまりさかのぼらなくてもいいのでは、
との意見がありました。（2022年3月の県沖地震までは不要か？）
→現在の総合計画に記載済みの内容のため、
アニュアルレポートからは削除しました。（斎藤）

・「自然災害への対応」の項目であれば、熊の記載はなくても良いか。
（熊はP22にも記載があるので）
→削除しました。（斎藤）

・台風13号の写真が暗くて分かりにくかったため、
明るさを調整させていただきました。（斎藤）

ふくしま涼み処
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⑤新興感染症等への
対応

県民の生命及び健康を保護
し、県民生活や社会経済に
及ぼす影響が最小となるよ
う対策を講じていく必要が
あります。

１ ふくしまの今

④デジタル変革（ＤＸ）
の推進

人口減少に伴う人手不足等
の対策として、行政と地域
のＤＸに取り組んでいく
必要があります。

←2/5 感染症対策課と調整して案を作成。

【担当】企画調整部（デジタル変革課）
①DXの推進の現状・課題、取組を簡潔に記載願います。
②現状・課題、取組に関する写真・図表を提供願います。

【担当】保健福祉部
①新興感染症等の対策の現状・課題、取組を確認・修正願います。
②現状・課題、取組に関する写真・図表を提供願います。

●2019年12月末から世界中に感染が拡大した新型コロナウイルス感染症は、
本県においても長期間にわたり県民の生命・健康や社会経済に大きな影響を及ぼしました。

●2023年５月に５類感染症に移行したものの、感染症危機への備えは引き続き必要です。
このため、新型コロナウイルス感染症対応の経験と教訓を踏まえて改定した
「福島県感染症予防計画」及び「福島県新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づき、
平時から医療提供体制及び危機対応体制の整備を進めていきます。

＜医療機関との協定締結状況＞

◇入院の確保病床数

921床 （2025年10月1日現在）

◇発熱外来の確保機関数

689機関（2025年10月1日現在）
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●デジタル技術とデータを活用し、行政手続の利便性
向上や地域課題の解決を進め、誰一人取り残さない
安心な福島を実現し、教育・防災・医療・産業など
幅広い分野でＤＸを推進し、県民の暮らしの質の
向上を目指していきます。

＜行政のＤＸ＞

行政の業務や手続きをデジタルで見直し、
早く・無駄のない行政サービスを目指していきます。

＜地域のＤＸ＞

デジタルの力で、学び・仕事・健康・安全を支え、
暮らしやすい地域をつくっていきます。

【情報リテラシー向上事業】
小学校高学年向けプログラミング講座



～ トピック③ ふくしまのこの一年 ～

2025年度は全国的にクマの目撃が相次ぎ、本県においても、クマによる人身被害の多発、
屋外活動の制限など、日常生活に大きな影響を与えました。

●クマの目撃件数・人身被害件数（2026年１月31日現在）

目撃件数 １，９９６件

人身被害 ２１件２４人
（前年度比１５件１８人増）

●ツキノワグマ被害防止対策

目撃地点等におけるパトロールの強化

県管理河川の刈り払いや、柿の木などの誘引木の伐採

観光地での注意喚起看板の設置

農業生産現場における農作物の被害防止や捕獲の強化

クマ目撃マップの公表・周知 等

ツキノワグマ被害防止対策は
R7.12.15知事記者会見から引用。

1/30横田委員より
・昨年はクマが多かったとあるが、一
昨年も多かった。ただ一昨年は人的被
害が昨年より少なかった。クマの個体
数は増えたり減ったりするので、５年
間くらいの推移が必要ではないか。

・クマスプレーはどうかと思う。
・市町村のクママップの周知をした方
がよい。

クマ被害防止対策 ←2/5 自然保護課と調整して案を作成。

【担当】生活環境部
総合計画審議会の横田委員の意見を踏まえ、
①「目撃件数」や「人身被害」の過去数年間
の推移の掲載

②「ツキノワグマ被害防止対策」として市町村の
クママップの周知

などの追記を検討願います。
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２ 総合計画の進捗状況

（１）総合計画の評価

若い世代から高齢者までライフステージに
応じた疾病予防 など４施策

ひと分野

達成状況
1８/632023年度

22/63
2024年度

18/63

基本指標の達成状況

政策１ 全国に誇れる健康長寿県へ

代表的な指標 目標値 最新値

65.0% 66.9%

60.0% 32.5%

歯の健康（12歳でむし歯のない者の割合）

がん検診受診率（胃がん）
 （他に、肺がん、大腸がん、乳がん、子宮頸がんの指標もあります）

出会い・結婚、妊娠・出産の希望をかなえる
支援の充実 など３施策

政策２ 結婚・出産・子育ての希望を
かなえる環境づくり

「学びの変革」の推進と資質・能力の育成
など６施策

政策３「福島ならでは」の教育の充実

多様な人材が共に生きる社会の形成
など４施策

政策４ 誰もがいきいきと暮らせる県づくり

ふくしまとのつながりの強化、関係人口の拡大
など２施策

政策５ 福島への新しい人の流れづくり

ふくしまに魅力を感じる人が増えて、
移住者数は過去最多を更新。
一方、健康指標などは横ばい傾向。
ひと分野の目標達成には、県民の皆さんの協力が
大切であり、情報発信に力を入れていきます。

ふくしま応援！
『ベコ太郎』

《県民の取組の成果》

17.0% 43.5%

72.6% 58.4%

男性の育児休業の取得率
    ((民間（事業所規模30人以上))

福島県で子育てを行いたいと回答した県
民の割合

ふくしま学力調査の結果の経年比較により、
学力が伸びた児童生徒の割合（中学校・国語）

地元自治体等と共に課題解決に向けた学習
活動を実施した学校の割合（高等学校）

民営事業所の管理職における女性の割合
（係長相当職以上の女性比率）
「多様性を理解した社会づくりが進んで
いる」と回答した県民の割合

移住者数

人口の社会増減

80% 100%

100% 61.3%

23.5% 20.3%

42.4% 28.3%

3,214人 3,799人

△4,184人 △6,849人

※が付いている指標の最新値は、
2023年度(令和５年度) です。

毎日歯みがきがんばろう

早期発見が大事

検診は必ず受けましょう

イクメンが増えてます

子育てをみんなで支えていこう

高校生が若者の視点でまちの

未来を考えます
考える力が身につくと

世界が広がるよ

働きやすい環境が大切です

みんなが暮らしやすい

ふくしまがいいね

ふくしまが注目されています

ふくしまのいいところも

知ってほしい…

【担当】全部局
当課で各指標に対するベコ太郎のコメントのたたき台を
記載していすので、各部局が所管する指標について
内容確認をお願いします。
なお、必要に応じて記載する指標も差替願います。
（各指標に対するベコ太郎のコメントは、
県民への投げかけを記載することとしています）

No.3 保健福祉部

No.4 保健福祉部

No.27 商工労働部

No.16 こども未来局

No.30 教育庁

No.33 教育庁

No.56 商工労働部

No.50 生活環境部

No.72 企画調整部

No.62 企画調整部

顔の候補
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２ 総合計画の進捗状況

複合災害からの復興の加速化、避難地域の
復興・再生 など８施策

暮らし分野

2023年度

30/60
2024年度

30/62

基本指標の達成状況

政策１ 東日本大震災・原子力災害からの
        復興・再生

災害に強い県土の形成 など７施策

政策２ 災害に強く治安が確保されている
        安全・安心な県づくり

質が高く切れ目のない医療提供体制の構築
など５施策

政策３ 安心の医療、介護・福祉提供体制
の整備

豊かな自然や美しい景観の保護・保全
など４施策

政策４ 環境と調和・共生する県づくり

過疎・中山間地域のひとの確保と地域力の育成
                           など３施策

政策５ 過疎・中山間地域の持続可能な
        発展

達成状況
30/62

にぎわいと魅力あるまちづくりの推進
など５施策

政策６ ふれあいと親しみのある魅力
        あふれる県づくり

代表的な指標 目標値 最新値

51.5% 54.3%
本県の震災・原発事故からの復興・再生が
進んでいると回答した県民の割合（意識調査）

まだまだ課題は多いけど

復興は着実に進んでいます
県産農産物価格の回復状況（もも）
（他に米、牛肉の指標もあります）

98.79% 93.68% この美味しさをみんなに伝えたい！

日頃から防災意識を高めよう！

犯罪を未然に防ぐには

声掛けや気配りも大事です

できる範囲の手助けでも助かります

身近なところで医療を受けられる

と安心だね

地域・集落ぐるみの対策を進めて

いこう

捨てる前に一度考えてみよう

定着支援が充実してきています

農村漁村に接する機会を増やして

いくことが大切だね

みんなで県内５つのプロスポーツ

チーム（P26参照）を応援しよう！
もっと住みやすくなるように

一緒に考えていこう

15,669戸 15,735戸土砂災害から保全される人家戸数

犯罪発生件数
（刑法犯認知件数） 8,844件

240,000人 252,913人認知症サポーター数

身近なところで、必要な医療を受けるこ
とができる地域に住んでいると回答した
県民の割合（意識調査）

75.1% 69.4%

161,395 150,630
千円 千円

野生鳥獣による農作物の被害額

一般廃棄物の排出量（１人１日当たり）
（2023年度は全国ワースト２位）

全国平均値以下 968g/日※
(2023全国平均:851g/日)

地域おこし協力隊定着率 60.0% 61.0%

自然と伝統が残る農山漁村地域を大切に
したいと回答した県民の割合（意識調査） 89.0% 85.4%

プロスポーツチームのホーム公式戦
平均入場者数 9,130人 9,244人

今住んでいる地域が住みやすいと回答
した県民の割合（意識調査）

75.5% 69.1%

No.80 企画調整部

No.98 農林水産部

No.104 土木部

No.105 県警

No.143 保健福祉部

No.139 保健福祉部

No.170 農林水産部

No.165 生活環境部

No.173 企画調整部

No.172 企画調整部、農林水産部

No.196 企画調整部

No.182 文化スポーツ局、土木部、
商工労働部、企画調整部

過疎・中山間地域の暮らしに関する指標は目標を達成
しているものが多いものの、ごみの排出など、環境に関する
指標は未達成が多い。
豊かな自然や美しい環境を保全し、活用しながら、
住みやすく、安全・安心な県づくりを進めていきます。

本県はごみの排出量が全国ワースト２位（令和５年度
の実績）であり、環境と調和・共生が大きな課題。
豊かな自然や美しい環境を保全・利活用しながら、
住みやすく、安全・安心な県づくりを進めていきます。

【担当】全部局
当課で各指標に対するベコ太郎のコメントのたたき台を
記載していすので、各部局が所管する指標について
内容確認をお願いします。
なお、必要に応じて記載する指標も差替願います。
（各指標に対するベコ太郎のコメントは、
県民への投げかけを記載することとしています）

※が付いている指標の最新値は、
2023年度(令和５年度) です。22

前年比減少を目指す
（前年：8,003件）



２ 総合計画の進捗状況

地域の企業が主役となる、しなやかで力強い
地域産業の育成・支援 など３施策

しごと分野

2023年度

26/43
2024年度

21/43

基本指標の達成状況

政策１ 地域産業の持続的発展

福島イノベーション・コースト構想を基軸
とした産業集積・新興 など４施策

政策２ 福島イノベーション・コースト
構想の推進

農林水産業の多様な担い手の確保・育成
など５施策

政策３ もうかる農林水産業の実現

再生可能エネルギー等の更なる導入拡大と
利用促進 など３施策

政策４ 再生可能エネルギー先駆けの地の
実現

ふくしまの地域資源の磨き上げ及び魅力発信
による誘客の拡大 など４施策

政策５ 魅力を最大限いかした観光・交流
       の促進

達成状況
21/43

県内経済を支える人材の確保・育成
など３施策

政策６ 福島の産業を支える人材の
確保・育成

基盤となる道路ネットワークの整備
など３施策

政策７ 地域を結ぶ社会基盤の整備促進

代表的な指標 目標値 最新値

1,403百万円県産品輸出額

開業率 4.4% 2.8%

メードインふくしまロボットの件数

1,585百万円 福島の特産品は世界でも人気！

新しいチャレンジを応援してます

ふくしまのロボットと暮らす

未来が来るかも！？
浜通り全域に新しい芽が

広がってます
この美味しさをもっと世界に

広めよう
農業に興味を持ってくれる人を

増やしたい

1,137件 1,260件福島県次世代育成支援企業認証数

浜通り地域等での起業による
事業化件数

30分以内にインターチェンジにアクセス
できる市町村数

51市町村 51市町村

携帯電話人口カバー率

67件 69件

31件 19件

県産農産物の輸出額

新規就農者

266百万円 476百万円

370人 322人

再生可能エネルギー・水素関連産業の
成約件数 183件 265件

再生可能エネルギー・水素関連
研究実施件数

983件 927件

外国人宿泊者数

県内宿泊者数

200,000人泊 289,160人泊

12,300千人 9,540千人

新規大学等卒業者の県内就職率

99.99% 99.97%

55.0% 48.1%

再エネ・水素社会の実現に向けて

取り組んでます

新しい研究も後押ししてるよ

福島イノベーション・コースト構想に関連する指標や、
観光に関する指標は好調。
一方、産業を支える人材の確保・育成に関する指標は
未達成のものが多い。
誰もが安心して働ける雇用環境の整備や、産業を支える
人材確保・育成の取組等を支援していきます。

世界中の人が福島を訪れています

まだまだ知らない福島の魅力が

あるかも！じっくり探してみよう

素晴らしい企業がたくさんあるよ

若い人に福島の企業の魅力が

伝わっていないのかも…

県内の移動が便利になっています

どこにいても携帯電話が

つながれば安心だね

【担当】全部局
当課で各指標に対するベコ太郎のコメントのたたき台を
記載していすので、各部局が所管する指標について
内容確認をお願いします。
なお、必要に応じて記載する指標も差替願います。
（各指標に対するベコ太郎のコメントは、
県民への投げかけを記載することとしています）

No.203 観光交流局

No.213 商工労働部

No.221 商工労働部

No.224 商工労働部

No.99 観光交流局

No.233 農林水産部

No.250 商工労働部

No.251 商工労働部

No.101 観光交流局

No.253 観光交流局

No.267 商工労働部

No.230 商工労働部

No.272 土木部

No.276 企画調整部
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２ 総合計画の進捗状況

総合計画審議会や地域懇談会における主な意見

● 県民の日常生活における健康づくり推進による生活習慣病対策の強化
● 結婚・出産・子育ての希望をかなえる環境づくりと適切な情報提供
● 幼少期からはじめる、福島に愛着・誇りを持つことができるキャリア教育や地域課題探究活動の充実
● 国籍等にかかわらず、あらゆる立場の県民が県政に関する情報を受け取りやすくするための環境づくり
● 県外転出の要因分析に基づく、若者や女性の定着・還流の促進 など

ひ
と
分
野

暮
ら
し
分
野

し
ご
と
分
野

（２）今後の主な取組

● 避難地域における帰還者と移住者の交流促進に向けた支援
● 県民の防災意識の向上等による地域防災力の強化
● 医療、介護・福祉分野の人材養成と定着への支援
● 有害鳥獣の捕獲体制の強化と捕獲人材の育成・確保
● 過疎・中山間地域における生活交通の利便性向上
● 生涯学習やスポーツ活動の機会充実と、その魅力を伝えるための情報発信 など

● 省力化、生産性向上の支援及びＤＸの推進
● 企業への伴走支援の強化やサプライチェーンの構築支援、地域と連携した人材育成等による

福島イノベーション・コースト構想の着実な推進
● 農林水産業の魅力・情報発信等による多様な担い手の確保
● 地域資源を活用した再生可能エネルギーの導入拡大と地産地消の推進
● 特色ある地域資源を活用した観光コンテンツづくりと情報発信の強化
● 幼少期からの職業体験による県内で働くことへの興味の喚起や、地域への愛着形成の促進、

若者や女性に選ばれる魅力的な働く場の確保
● 福島空港の２次アクセス対策による利活用促進 など

【担当】全部局
R8.2.10に開催した総合計画審議会の資料１の
令和７年度 進行管理結果（案）から抜粋して
記載しています。念のため内容確認願います。

次
頁
へ

次
頁
へ

次
頁
へ
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２ 総合計画の進捗状況

２０２６年度の主な取組

遠方での出産や妊婦健診
等の交通費等の助成や、
助産師による相談支援、
子育てサロンの実施など、
妊娠から出産・産後まで
一体的に支援します。

ひ
と
分
野

暮
ら
し
分
野

し
ご
と
分
野

子育てサロン

ふくしま高校生社会貢献活動
コンテストで探究の発表をする

いわき光洋高校の生徒

小中学生向け工場見学専門家派遣による支援

地域住民と移住者の交流会
県・市町村・関係機関が

参画するタイムライン部会

新 規

一部新

本県の将来を担う若者に対
し、企業体験ツアー等で気づ
きと体験の場を提供するとと
もに、若者や女性に選ばれる
魅力ある職場環境づくりを総
合的に推進します。

ずっと安心！産前産後サポート事業

地域コーディネーターを配置
し、学校と地域の連携を強化す
るとともに、探究学習の発表会
等を通じて好事例の横展開を行
うなど、全ての学校段階で探究
的な学びを推進します。

新 規

戦略的な情報発信、移住希望者
の呼び込みや定着のための受入体
制強化の支援などに加え、移住者
に対し支援金を給付し、移住に伴
う一時的な費用負担等を軽減しま
す。

新 規

災害の種別ごとに各機関の
防災行動を時系列で整理した
防災タイムラインを策定・共
有し、関係機関との連携を強
化するとともに、迅速で適切
な災害対応につなげます。

省力化機器・設備、ＩＴツール
等の導入経費を支援するととも
に、企業の価格交渉力等向上に
向けたセミナーや伴走支援等の
実施により価格転嫁を促進し、
企業の稼ぐ力の向上を支援します。

新 規 一部新

2026年度重点事業の
全事業はこちら

【担当】こども未来局、教育庁、避難地域復興局、
危機管理部、商工労働部

R8.2.10に開催した総合計画審議会の資料１の
令和７年度 進行管理結果（案）から抜粋して
記載しています。内容を確認願います。

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/juutennjigyou-r8.html

探究的な学び推進関連事業
（幼児・小中学生・高校生）

前
頁
よ
り

前
頁
よ
り

前
頁
よ
り
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防災行動計画促進事業

『感働！ふくしま』プロジェクト
（気づき・体験）（魅力ある職場づくり）

中小企業「賃金UP」応援事業

避難地域への移住促進事業



３ ふくしまのこれから

＜県政150周年記念事業 特設サイト＞
https://fukushima150th.jp/

1876年(明治９年)年８月21日に、旧福島県、磐前(いわさき)県、若松県が合併し、
ほぼ現在の福島県の形が誕生してから県政150周年の節目を迎えます。
そこで、2026年は関係団体等と連携しながら、県内各地で県政150周年記念事業を展開し、
これまでの本県の歩みを振り返りながら、県民の皆さんと一緒に福島の「魅力」を広く発信していきます。

「県政１５０周年記念事業」の開催 ←2/5 文化振興課、地域振興課と調整して案を作
成。

（プロスポの冠マッチは、予算発表後であれば
掲載を検討する余地があるとのこと）

＜主催事業～主な特別企画～＞
県政150周年の冠事業として、大ゴッホ展やふくしまデスティ
ネーションキャンペーンなどを展開。その他、150周年賞の創設、
節目コラボ事業、150周年プレゼントや商品制作、情報発信や
パネル展示等の各種取組を行っていきます。

●「福島県政150周年・東日本大震災15年
大ゴッホ展 夜のカフェテラス」

・会期 2026年2月21日(土)～5月10日(日)
・会場 福島県立美術館
・展示作品 74点（うちﾌｧﾝ・ｺﾞｯﾎ作品57点）
・公式HP https://www.minpo.jp/vangogh/

● プロスポーツ地域活力創出事業
県内５つのプロスポーツチームによる
「県政150周年記念冠マッチ」を開催予定
・福島ユナイテッドＦＣ（サッカー）
・福島レッドホープス（野球）
・福島ファイヤーボンズ（バスケットボール）
・いわきＦＣ（サッカー）
・福島デンソーエアリービーズ（バレーボール）

＜連携事業～官民ネットワーク～＞
県政150周年を広く発信していくため、記念事業の
基本理念に共感し、協力いただける市町村、民間企業、
各種団体等の皆さんと一緒に官民一体となって事業を
展開していきます。
※官民ネットワーク参加状況：266団体（2026年2月28日現在）

【担当】文化スポーツ局、企画調整部（地域振興課）
①写真、説明文などを確認し、追加等があれば修正願います。
②プロスポーツチームの冠マッチなどの追加も検討願います。

先人たちが、郷土の発展のために、様々な困難を乗り越え、積み重ねてきた１５０年の歴史を振り返り、
それらを礎とした新たな時代の福島県の創造に挑戦していきます。

日本郵便株式会社
福島中央郵便局 様
「県政150周年ロゴマークを
使用した特別日付印の記念押印」

福島県酒造組合 様
「ふくしまＤＣ・県政150周年
オリジナルカップ酒」

＜地域振興課に確認＞
・冠マッチの「開催予定」は必要？

→開催日等決まっていないので、予定を付けておきたいとのこと。
・５チームの記載順番は決まっている？（チームの設立順？）

→通常使用している順番とのこと。
（チームの設立順番ではない。なぜこの順番なのかは不明とのこ

と。）

＜文化振興課に確認＞
・チラシの表は無くてもいいのでは？
（裏面を大きくした方がいい）

→復計課の案でOK（表はなしでOK）
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３ ふくしまのこれから

＜ふくしまDC 特設サイト＞
https://www.fukushima-dc-cp.jp/

2026年４月～６月にＪＲグループと県・市町村・地元の観光事業者などが一体となって、
各地域の魅力を発信する大型観光キャンペーンを開催します。
期間中は様々な特別企画をご用意し、福島全体で観光客の皆様をおもてなしいたします！

「ふくしまデスティネーションキャンペーン」の開催

「しあわせの風 ふくしま」
たくさんの旗が心地良い風に力強くたなびいて、ふくしまを訪れるみなさまをお迎えします。
来訪を心待ちにしていた歓迎の旗。誇りに満ちた宝の在処を示す旗。復興に向かう船が掲げる大漁旗。
そして、笑顔で振り返してくださる旅人の旗。
ふくしまの旅で出会い、感じ合う、しあわせの風。
ひとりひとりにふくその風を、あたたかく多彩な旗をモチーフに、流れる雲と鳥のさえずりとともに表現しています。

←2/5 観光交流課と調整して案を作成。

＜主な特別企画＞
官民300超の特別企画で「しあわせの風」を感じてください
●県企画特別列車
県民も観光客も笑って、学んで、感動できる
特別な臨時列車を運行
4月「よしもと芸人おもてなしSATONO」号
5月「ふくしま復興ホープな旅」号
6月「只見線 霧幻SATONO」号

●「大ゴッホ展 夜のカフェテラス」ナイトミュージアムツアー
DC期間中の4月4日(土)と4月24日(金)の2日間限定で、
限られた人数でゆったりと鑑賞できる
特別なナイトミュージアムツアーを開催
(首都圏発着、県内発着など複数ツアーを準備)

●その他の期間中の県内大型イベント
2月21日(土)～5月10日(金) 大ゴッホ展 夜のカフェテラス
4月11日(土)～6月14日(日) ポケモン天文台
6月6日(土)～6月7日(日)   ふくしまの酒・味噌醤油まつり

【担当】観光交流局
①写真、②説明文などを確認し、
追加等があれば修正願います。
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３ ふくしまのこれから

＜福島イノベーション・コースト構想推進機構 公式サイト＞
https://www.fipo.or.jp/

東日本大震災・原子力災害により失われた浜通り地域等の産業を回復するため、国家プロジェクトである
「福島イノベーション・コースト構想」を進めています。新産業集積を担う人材を育成し、
経済効果を県全体に波及させ、世界に誇れる福島の復興・再生の実現を目指しています。
また、2023年４月には、本構想を更に発展させる拠点として、福島国際研究教育機構（F-REI、エフレイ）
が設立されました。

福島に優位性がある「ロボット」など５つの分野
で研究し、その成果を新産業の創出に結びつけ、
県内外に広く効果を波及させます。

「航空宇宙」分野では、実績や技術を有する企
業が地域に多数立地し、次世代航空モビリティ
やロケットの開発に挑戦しています。

1/30横田委員より
・イノベ、F-REIについては、何を
やっているのか分かりやすいよう、
具体的かつ短く記載したほうがよ
い。自分たちにどう影響するか、関
わってくるのかが見えない。

1/30菊池委員より
・イノベ、F-REIの違いが分からな
いので、分かるようにしてほしい。

「福島イノベーション・コースト構想」の推進

F-REIの完成予想図
（復興庁提供資料：第４回新産業創出等研究開発業議会【資料４】を加工
日建設計・日本設計・パシフィックコンサルタンツ設計共同体提供
※設備イメージであり今後の設計で変更となる可能性がある

←2/5 イノベ課と調整して案を作成。

【担当】企画調整部（イノベ課）
①イノベ構想とF-REIに関する写真・図表を
提供願います。

②取組に関する説明文を簡潔に記載願います。
（目安は５０字以内）

インターステラテクノロジズ

テトラ・アビエーション

航空宇宙関連企業の立地事例

福島イノベーション・コースト構想 福島国際研究教育機構（F-REI）
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３ ふくしまのこれから

2026年４月25日、双葉郡双葉町と浪江町の両町にまたがるエリアに福島県復興祈念公園が開園します。
東日本大震災による犠牲者への追悼と鎮魂をはじめ、震災の記憶と教訓を後世へ伝承するとともに、
国内外に向けた復興に対する強い意志を発信します。

「福島県復興祈念公園」の開園

←2/5 まちづくり推進課と調整して案を作成。

公園全体イメージパース

【担当】土木部
①写真、②説明文などを確認し、
追加等があれば修正願います。
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3/12 公園内の各施設の説明が消えてしまって
いたため復活させました。（復計課 斎藤）



日本代表 女子（銀メダル獲得）

Jヴィレッジ全景
（出典：ＪヴィレッジＨＰ）

＜Jヴィレッジ 公式サイト＞
https://j-village.jp/

31 サインエール（手話の動きを交えた応援）

復興のシンボル「Ｊヴィレッジ」

←2/5 スポーツ課と調整し、デフリンピックに係る部分の案を作成

←2/5 エネ課と調整し、Jヴィレッジに係る部分の案を作成

日本代表 男子（銀メダル獲得）

東京2020オリンピック聖火リレー
グランドスタート インターハイ男子サッカー競技決勝

福島第一原発事故収束の拠点となっていたサッカーナショナルトレーニングセンター「Ｊヴィレッジ（所在地：楢葉町、
広野町）」は、本県復興のシンボルとして2019年４月に全面再開され、東京2020オリンピック聖火リレーのグランド
スタートや、2024年から本県固定開催となったインターハイ男子サッカー競技などで活用されています。

2025年11月には東京2025デフリンピックのサッカー競技が開催されました。期間中、約16,000人が来場した会場では、
県内の伝承施設や魅力を伝えるブースを設置するとともに、東日本大震災・原子力災害伝承館への無料シャトルバスを
運行し、本県の復興の姿を発信しました。

近年は、ホテルや会議室など幅広い用途で利用できる施設の強みがいかされ、サッカーをはじめとしたスポーツのほか、
教育旅行や企業・団体の研修等での利用も多くなっています。

【担当】文化スポーツ局
①写真、②説明文などを確認し、
追加等があれば修正願います。

【担当】企画調整部（エネルギー課）
①写真、②説明文などを確認し、
追加等があれば修正願います。

３ ふくしまのこれから

3/10 課長と相談し、掲載するページを変更
（変更前）ふくしまのこの一年
（変更後）ふくしまのこれから

※変更理由：ふくしまのこの一年」だと、
Jヴィレッジや、聖火リレーがしっくりこないた

め。
（関連があるのは分かるけど）

→Jヴィレッジを前面に出して、
関連するものをぶら下げる形に変更。

※以下も復計課で変更しました
（変更前）利用が顕著となっています。
（変更後）利用も多くなっています。
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総合計画の概要

（１）みんなで創り上げるふくしまの将来の姿

●総合計画は2022年度～2030年度までの県づくりの指針や施策を示す県政の羅針盤です。
●ふくしまの30年先の未来について、県民の皆さんや福島に思いを寄せる方それぞれが思い描きつつ、
10年程度先のふくしまの将来の姿（未来予想図）をオールふくしまで創り上げます。

●未曽有の複合災害※からの復興、急激な人口減少への対応という前例のない課題を克服しようとする本県の取組は、
SDGsが目指す「誰一人取り残さない多様性と包摂性のある持続可能な社会の実現」と方向性が一致しています。

 ※複合災害＝地震・津波・原子力災害、さらには風評被害といった色々な災害が重なり合った災害。

●多様性に寛容で差別のない共に助け合う地域社会（県）づくり （寛容、認め合い、つながり） ： やさしさ
●変化や危機にしなやかで強靭な地域社会（県）づくり （回復力、強靭さ、健全さ） ： すこやかさ
●魅力を見いだし育み伸ばす地域社会（県）づくり （美しさ、あたたかさ、魅力・強み）： おいしさ

県づくりの理念

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）
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総合計画の概要

総合計画に描いた「将来の姿」の
イメージイラストのコンセプト

詳しい取組などは総合計画でご確認ください！

【本編】 【概要版】 【こども版】

二次元コード

県土から伸びる木の幹から分かれる枝葉
（＝ひと、暮らし、しごと）がそれぞれ大きく育ち、
重なり合う部分（＝調和）が色濃く育っています。
木は県土に深く根を張り（＝深化）、
幹と枝葉を大きくし（＝進化）、
日々新たな枝葉が芽生えています（＝新化）。

「ひと」「暮らし」「しごと」の達成状況を
２７９個の指標によって毎年度把握・分析し、
次年度の改善に活かしています。

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）

32



総合計画の概要

（２）ＳＤＧｓ視点の将来の姿

複合災害からの
福島の復興

●県民の皆様や福島県に思い
を寄せてくださる多くの皆様
と連携し、複合災害からの復興
を成し遂げている

など

福島県ではＳＤＧｓの
18番目のオリジナルの目標
を2022年６月に設定しました

福島県復興シンボルキャラクター『キビタン』

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）
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総合計画の概要

（３）計画の推進に向けて

総合計画審議会長から
知事に進行管理に関する

意見書の手交（毎年９月頃）

総合計画審議会での
第三者評価（毎年８月頃）

県内７方部で開催する
地域懇談会（毎年６月頃）

計画を着実に推進するため、ＰＤＣＡマネジメントサイクルを確実に実行し、事業効果の適切な評価を行い、
具体的な成果の創出と見える化を進めています。

その際、根拠に基づく政策立案（ＥＢＰＭ）の考え方を重視し、本県が保有する統計情報など様々なデータを
積極的に活用しながら、指標の達成状況等の分析を進め、実効性の高い事業の企画立案につなげています。

また、機動的かつ効果的な第三者評価を実施するため、福島県総合計画審議会において施策の点検・評価を
行うほか、県内各地域で県民との意見交換の場を設定するなど、地域の声を計画の進行管理に活用しています。

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）
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終わりに

〇本県を取り巻く「最新の現状・課題」、「福島ならではの取組や魅力」などを
県民の皆さんや福島に思いを寄せてくださる皆さんと共有し、
共に県づくりを進めていくために本レポートを初めて作成しました。

〇本レポートをご覧いただき「ふくしまにはこんなに良いもの、すごいものがあったんだな」と
再認識いただくきっかけとなれば幸いです。

〇本報告書に記載できなかった内容が、総合計画（本編）にはたくさん盛り込まれています。
ぜひ一度、総合計画をご覧いただき、県民の皆様と一緒に考えて作り上げた
2030年の将来の姿や施策の方向性をご確認ください。

〇職員による総合計画の出前講座も開催していますので、ぜひご利用ください。

【年次報告書の対象期間】2024年度（2024年４月～2025年３月）の指標の実績や、
2025年度に実施した取組などを対象としています。

【報告書の発行時期】 2026年３月

職員による出前講座

総合計画の特設ページ

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）
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各種ポータルサイト

「もっと知って ふくしま！」
https://mottoshitte.jp/

福島の魅力を６秒にギュッと詰め込んだ
動画を制作しました。
第１弾の25本に続き、第２弾は、
福島県59市町村すべての魅力を
１本ずつ、全部で59本の６秒動画を
公開しています。

FUKUSHIMA NOW
 ～ふくしまの今を知る動画スペシャルサイト～
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/movie-now/

ふくしまの今を伝えるため、制作した

動画を探しやすくまとめています。

東日本大震災・原子力災害 10年の記録
https://fukushima-10years-archives.jp/

復興のあゆみとふくしまの今を
広く発信するとともに、
震災の記録と記憶や県民の思いを
継承するため、
記録誌を発行しています。

ふくしま復興情報ポータルサイト
http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/

たくさんの方々に本県の現状を
知っていただくため、
「ふくしまの復興の今」を
発信しています。

「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」
https://jitsugensuru-fukushima.jp/

震災から10年を機に、
県は、「ふくしまから はじめよう。」
からのバトンを渡す、
新スローガンを策定しました。

福島県の魅力や最新情報を各種ポータルサイト等で発信していますので、ぜひご覧ください！

【担当】企画調整部（復興・総合計画課）
総務部（広報課）

①ポータルサイトの画像（サムネイル）を
提供願います。

②ポータルサイトの説明文を簡潔に記載願います。

36

https://mottoshitte.jp/
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/movie-now/
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/movie-now/
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/movie-now/
https://fukushima-10years-archives.jp/
https://fukushima-10years-archives.jp/
https://fukushima-10years-archives.jp/
https://fukushima-10years-archives.jp/
https://fukushima-10years-archives.jp/
https://fukushima-10years-archives.jp/
http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/
https://jitsugensuru-fukushima.jp/
https://jitsugensuru-fukushima.jp/
https://jitsugensuru-fukushima.jp/


《発行元》

福島県 企画調整部 復興･総合計画課

〒960-8670 福島県福島市杉妻町2番16号
TEL 024-521-7109
MAIL  sougoukeikaku@pref.Fukushima.lg.jp

Fukushima Prefectural Government

＊本誌へのご意見等がございましたら、上記アドレスへお寄せください。

mailto:sougoukeikaku@pref.Fukushima.lg.jp
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